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あなたのよしっ！を未来に編みこむボランティア
あなたの魅力を活かすボランティアはじめてみませんか？

～あみボラとは～

南部生涯学習センターが主催するイベントにおいて企画・準備

運営・撤収などを担っていただくボランティアスタッフのことです。

～完成に近づいてきました！～

 ８月１９・２０日に実施する戦後７０周年記念夏休み子ども企画「ジオラマ絵本　よしこがもえた」の展示に向けて毎週火曜日，または時間があるときに沼隈支所で作業を行っています。段ボールで作った防空壕や，使わなくなったタオルで作った防空頭巾など実際に触ったり体験できる作品を作っています。

～あみボラ募集中～

興味のある人はぜひ，見学に来てください。シーンに合った工作を行っています。折り紙やイラストの作成，または段ボールクラフトを行う予定です。どなたでも参加していただけますので，お気軽にお越しください。

作業日程については，都合の合うときに自由に参加していただけます。ご自宅での作業も可能です。

また，あみボラは現在活動中のジオラマ絵本のほかにクリスマスエール，ローズパーティーを中心に活動を予定しています。

～「ジオラマ絵本　よしこがもえた」展示期間～

日時　８月１９日水曜日，８月２０日木曜日　１３時から１５時(体験時間　約２０分)

場所　沼隈図書館　２階市民ギャラリー
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南部こんなんやるんDayぇ！
南部管内の講座のご案内です。みなさまどうぞご参加ください。


～夏休み子ども講座特集～　わくわく土曜クラブ　その２「映画会」
何の映画を見るかは，当日のお楽しみ
とき　８月２９日土曜日　１６時３０分から１７時３０分

ところ　瀬戸公民館

問い合わせ　瀬戸公民館　電話９５１－１００３


プロの学ぶ　子ども和菓子手作り教室
とき　８月１９日水曜日　１０時から１１時３０分

ところ　明王台公民館

講師　高田　海道さん(備後福山虎屋)
材料費　５００円

定員　１５人

※エプロンをもってきてね

申し込みは　８月１７日月曜日まで

申し込み・問い合わせ　明王台公民館　９５２－３５１１


沼隈図書館

平和をつなごう上映会　映画「父と暮らせば」
とき　８月３０日日曜日

ところ　沼隈図書館　２階研修室

映画情報

出演：宮沢りえ，原田芳雄，浅野忠信

原作：井上ひさし「父と暮らせば」

原爆の直撃を受けて亡くなったはずの父が幽霊となって娘の前に現れる…

子ども支所ＰＯＰ展　子ども司書がおすすめする本

とき　８月１９日水曜日から９月７日月曜日

ところ　沼隈図書館　１階常設展示室

子ども司書が作成したおすすめ本のＰＯＰを３０点展示します。　
　

 ピースメッセージ＠ぬまくま２０１５
とき　８月９日日曜日

ところ　能登原公民館

第１部　１３時３０分から１５時

絵本ライブ＆講演会　

講師　土屋　圭示さん

絵本「ピカドンの恐ろしさを体験して」

講演会「ピカドンとカブトガニ」

講演会参加の方に，ばら苗を無料配布します。(限定５０鉢)
第２部　１８時３０分から２０時

ピースコンサート

出演　オカリナα，ゆり＆とも

トーク＆ライブ　コラボステージ

メッセージツリーライトアップ

応募いただいたメッセージをそえてツリーをライトアップします。
パネル展「戦後７０年企画展」

とき　８月１日土曜日から１７日月曜日

ところ　能登原公民館

問い合わせ　

山手コミュニティセンター　９５１－５６７９

瀬戸コミュニティセンター　９５１－１８０９


パネル展「原爆と人間」
期間　前期　８月１日（土）～８月１６日（日）
後期　８月１８日（火）～８月３１日（月）
時間　８時３０分～２２時
場所　沼隈支所　２階　ロビー
１９４５年（昭和２０年）８月６日午前８時１５分。広島に人類史上初の原子爆弾が投下されました。多くの子どもが原爆孤児となり，学童集団疎開から帰った子どもたちには家族の死が待っていました。父も母も兄弟も身寄りは一人もいなくなり，心を支えてくれる家庭もふるさともすっかり無くなりました。
戦後７０年。４０枚のパネルは核兵器が人間に与えた被害を訴えます。（日本原水爆被害者団体協議会）
主催　南部生涯学習センター
協力　福山市人権平和資料館


福山市市制施行１００周年記念事業　第九　歓喜の歌　大合唱
７月の報告

７月１４日(火)の沼隈支所での練習では，ソプラノ・アルト・テノール・バスの４パートを合わせて歌いました。自分の音だけでなく，全体の音を聞く余裕が少し出てきたように感じました。

７月１６日(木)の人権交流センターでの練習は，台風のため延期させていただきました。次回8月27日(木)の人権交流センターでの練習の際に，予備日を決めさせていただく予定です。練習が1ヵ月以上あいてしまう方もいらっしゃると思いますが，自宅での予習をよろしくお願いします！

第九ちょこっと豆知識②

　演奏時間について

　交響曲第九番は，ベートーヴェンの交響曲の中で最も演奏時間の長い曲です。1980年代頃までの伝統的なモダン楽器による演奏では70分前後が主流でした。現在は，約63分程度のテンポが妥当とされています。これは，ＣＤの記録時間が約74分であることに配慮してのテンポという説や，ウィーンでの初演が63分だったという説もあります。

　現在では，ベートーヴェンの望んだテンポを知ることはできませんが，案外その場の雰囲気でテンポを決めていたのかもしれません。

主催：ローズパーティー実行委員会　９８０－７７１３，９８０－７７１４


ボーノさんのささやき

髪に悩む女性の味方！

病気やけがなどのため髪について悩む女性の相談を受け，本人に合った対処法を考えてくれる美容師さんが福山市にいます。髪型の提案，頭皮のケア，医療用ウイッグの紹介・販売まで行っており，通常のカット客以外に髪の悩みを和らげようと訪れる常連客が多く通っています。この美容師さんは病院付属の美容院での勤務を通じて，乳がんや白血病の治療で抜け毛に苦しむ女性患者たちに会い，相談できる美容室が少ないことを知りました。こうした経験から「患者さんたちが気兼ねなく通える店を開きたい」との思いが芽生えたそうです。脱毛の相談に対応できるようになるため，看護師に薬の副作用を聞いて理解を深めたり，がん患者のグループからウイッグの知識を教わったりしたそうです。
また，この美容師さんが力を入れている活動の１つに「髪を失った子どもにウイッグを贈る活動」があります。この活動は，切った髪（原則３１㎝以上）を集めてウイッグを制作し，子どもに寄付をする大阪市のＮＰＯ法人の取り組みに賛同して行い始めたそうです。これまでに８人の協力者を得て，ＮＰＯ法人にウイッグ用の髪を届けています。
みなさんはこのような美容院や活動があることをご存知でしたか？髪についての悩みを和らげてくれる味方がいるということはとても心強いですね。また，私たちもその悩みを抱える人々を救える活動に携わることができます。このように人と人との助け合いの輪を広げていけられたら，とても素敵ですね。

視覚障がい等の理由がある人のために，営利目的を除き「録音」「点字」「拡大」などを認めます。






























